
弐
亙
回
毎
六

-zo--
旬'ヨ帽・・
h'濁
可
内
毎
眉

-m--m
種"〕

辛子電量目一月 l周年=コ十ヨ何回

一 ー旦

土品

目圃

叢

園
民
生
命
史
観
の
諸
問
題
・
・

貸
借
封
照
表
の
性
質
・
・
:
・
:

議

輔

取

耕
雲
市
土
石
川
興
二

.
雲
間
明
博
士
略
川
虎
三

時

論

臨
時
租
税
増
慣
と
税
制
整
理
・

-
j
i
-
-
法
単
一
博
士

生
産
設
備
摘
充
費
金
伽
一
市
赤
字
企
慌
の
消
化

小!神
品戸
Eヨ

更正
郎雄:

鴨
神
間
四
i

博士

岡

山

内

九

中
立
貨
幣
の
傑
件
に
閲
す
る
一
異
説
・
・
:
紹
済
隼
土
中
谷
{
貫

全
盟
主
義
的
園
民
経
済
皐
の
基
礎
理
論
・
:
j
i
-
-
空
持
率
士
白
杉
庄
一
郎

「
孤
立
園
」
に
於
け
る
牧
獲
遮
減
法
則
:
・

j

縄
済
愚
士
山
岡
亮
一

話

回

#

畑

ロ
イ
ヅ
に
於
け
る
再
保
険
の
操
作
:
・
'
:
・
調
済
畢
土
佐
波
宣
平

最
近
濁
遁
に
於
け
る
公
債
政
策
論
・
・
経
済
皐
士
島
恭
彦

蘇
聯
第
一
次
五
ヶ
年
計
童
と
貿
易
・
纏
済
皐
土
松
尾
彰

臨

附

鵠

蜘

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

|ム

1
9
3
-
i
i
 



生
産
設
備
抜
充
護
金
の
供
給
と
赤
字
会
債
の
消
化

第
四
十
四
巻

五

第
四
時
酔

五

O 

生
産
設
備
披
充
資
金
の
供
給
三
赤
字
公
債

ω消
化

島

日
Eヨ

太

郎

n~f. 

5D: 、

』
庄
、
4
h
r
n
Fド

Iq
午

〉

ヘ
d

戸川

a
p
h
寸
1
1
5ヰ
ド
J
4

〉

し

、

日
J
1
5
U
川
前
世
イ
J
1
4
1
r
d
i
M
U
4
c
t

t
i
z
-
-
J
'
J
i
;
l
j
j
i
j
 
!
7
1
t
h
p」
P
J
亡
、

J
4
A
y
h
J
I
J
J

、。ゎ
h

院
が
れ
γ
H
、
旬
以
]
吃
る
ヨ
ド
長
丁
ツ
使
出

'
f
k，
b
f
-

L
V
i
?
I
l

，‘1
7
'
l
d
j
1
6
t
T
d
l
i
 

-一-一一'--

l
椴
半
生
コ

一
…

~
-
d
g

金
の
供
給
を
富
盟
友
ら
し
め
ん
と
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
、

か
く
の
如
く
資
金
が
、
産
業
界
に
振
り
向
け
ら
れ
る
友
ら

ば
、
政
府
の
帯
同
行
す
る
謂
は
ゆ
る
赤
字
公
債
の
消
化
が
害
せ
ら
れ
る
こ
L

と
な
る
の
虞
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
議
論
が
見
受

け
ら
れ
る
。

一
見
す
れ
ば
、
道
理
の
る
る
論
の
や
う
で
は
あ
る
が
、
私
は
、
む
し
ろ
、

乙
の
産
業
資
金
の
供
給
増
加
は
、
赤
字
公
債

の
消
化
を
促
進
す
る
妓
聞
取
る
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
よ
っ
て
、

乙
主
に
、
そ
の
理
由
を
簡
軍
に
説
明
し
や
ろ
と
忠
ふ
。

生
産
設
備
の
横
充
政
策
は
、
そ
の
迎
由
と
す
る
所
、
閣
防
充
貫
の
た
め
の
軍
需
品
生
産
を
豊
富
友
ら
し
め
る
と
と
へ
物
債
の
暴

騰
を
防
ぎ
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
を
未
然
に
廻
趣
し
、
岡
民
生
活
の
安
定
を
計
ら
ん
と
す
る
に
あ
る
と
い
は
れ
て
居
る
。
す
訟
は
ち
、
我

が
軍
需
品
の
生
産
力
は
、
重
工
業
た
る
と
軽
工
業
た
る
と
を
聞
は
や
、
そ
の
基
礎
産
業
よ
り
完
成
品
産
業
に
至
る
ま
で
、
更
に
現
在

の
生
産
規
模
を
績
充
す
る
の
で
友
け
れ
ば
、
そ
の
英
大
た
る
需
要
を
充
ず
に
足
ら
や
、
物
債
騰
貴
を
招
来
す
る
虞
が
あ
る
と
い
ふ
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
高
て
か
L
る
物
債
騰
貴
を
来
す
乙
と
L
も
た
れ
ば
、
抽
出
算
の
寅
行
を
阻
害
し
、
閥
防
充
貧
の
妨
げ
と
友
る
と

共
に
、
国
民
生
活
の
安
定
は
望
み
得
ざ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
騰
貴
の
勢
、
念
激
怠
る
に
至
れ
ば
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
の
褒
端
と



な
る
可
能
が
あ
る
と
い
は
ね
ぽ
左
ら
ぬ
σ

生
産
設
備
横
充
政
策
は
、

と
の
親
知
よ
り
す
れ
ば
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
廻
趣
政
策
で
-
あ
る
と
言
ふ
と
と
が
出
来
る
。
併
し
た
が
ら
、

生
産
設
備
撹
充
政
策
は
、

一
ム
業
資
金
の
供
給
を
圏
三
岡
田
な
ら
し
む
る
と
と
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
‘
と
の
方
面
よ
り
し
て
、

ま
た
、
物
債
騰
貴
を
招
来
す
る
の
虞
た
し
と
一
一
日
ふ
こ
と
は
出
来
た
い
。
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
資
金
の
供
給
は
、
緩
念
よ
ろ
し
き
を
得
る
を

要
す
る
と
共
に
、
調
節
統
制
を
保
た
な
け
れ
ば
た
ら
ね
。
中
央
銀
行
た
る
日
本
銀
行
が
、
と
の
資
金
の
供
給
者
と
し
て
立
ち
現
は
る

k

と
と
は
、
そ
の
供
給
に
於
け
る
調
節
統
制
を
主
叫
し
で
の
と
と
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。

さ
で
、
生
産
設
備
植
問
中
だ
の
た
め
の
工
業
資
金
の
供
給
が
、

日
本
銀
行
の
統
制
の
下
に
、
終
h

佐
川
上
ろ
し
芳
そ
得
て
、
調
節
統
制
そ
保
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如
何
た
ゐ
献
煎
K
部
釘
〈

こ
と
L
た
る
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

そ
の
資
金
た
る
も
の
が
、
そ
の
起
護
駄
を
如
何
友
る
所
に
も
つ
も
の
な
る
か
を
考
へ
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
と

の
揚
合
の
起
強
貼
と
し
て
、
王
な
る
も
の
は
、
失
の
三
つ
が
考
へ
ら
れ
る
。
第
一
は
日
本
銀
行
の
貸
出
資
金
で
あ
り
、
第
三
は
普
通
銀

行
が
日
本
銀
行
に
も
つ
所
の
預
金
、
ず
左
は
ち
謂
は
ゆ
る
一
般
預
金
で
る
り
、
第
三
は
預
金
者
が
普
通
銀
行
に
も
つ
預
金
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
第
一
の
日
本
銀
行
の
貸
出
資
金
を
以
て
生
産
設
備
繍
交
に
芳
首
せ
ら
る
L
揚
合
に
は
、
そ
の
資
金
は
、
海
外
に
流
出

せ
ざ
る
限
り
、
大
艦
、
結
局
に
於
て
、
赤
字
公
債
の
消
化
に
於
て
落
付
く
こ
と
に
な
り
、
第
二
の
普
通
銀
行
の
資
金
の
場
合
に
於
て

は
、
そ
の
一
小
部
分
は
、
赤
字
公
債
の
消
化
に
振
向
け
得
ざ
る
も
の
と
友
る
け
れ
H

と
も
、
第
三
の
預
金
者
の
資
金
の
相
場
合
に
於
て
は

赤
字
公
債
の
消
化
は
殆
左
寄
せ
ら
れ
る
と
と
は
泣
い
。

生
産
設
備
繍
定
資
金
り
供
給
と
赤
字
公
債
の
消
化

第
四
十
四
巻

五

第
四
銃

互王



生
産
設
備
掠
充
賞
金
の
供
給
と
赤
字
公
債
自
治
化

第
四
十
四
巻

五

四

第
阿
競

主

，-
一

光
づ
、
第
一
の
日
本
銀
行
の
貸
問
者
金
の
場
合
よ
り
説
明
す
る
。
こ
の
場
合
に
於
て
も
、
生
産
設
備
の
横
充
資
金
を
供
給
す
る
の

局
に
小
川
る
も
の
は
、
も
と
よ
り
日
本
銀
行
で
は
な
く
し
て
、
体
へ
ら
る
、
所
に
よ
れ
ば
、
日
本
興
業
銀
行
方
し
く
は
普
通
銀
行
で
あ

る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
す
友
は
ち
、

日
本
興
業
銀
行
は
、
生
産
設
備
の
横
充
を
た
さ
ん
と
す
る
諸
曾
枇
に
針
し
て
、
そ
れ
に
必
要
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.
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伺
ベ
器
問
事
H

山
亦
&
佐
渡
行
し
て
こ
れ
を
調
達
す
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
金
融
市
場
の
情
況
に
よ
り
、

興
業
債
努
の
抽
出
行
が
不
能
で
あ
り
、
若
し
く

は
、
不
能
た
ら
や
と
も
、
不
通
蛍
で
あ
る
場
合
が
な
い
と
は
い
へ
友
い
。
然
る
揚
ム
口
に
於
て
、

日
本
銀
行
は
、
興
業
債
努
若
し
く
は
.

日
本
興
業
銀
行
保
有
の
株
努
ま
た
は
枇
債
を
権
保
と
し
て
、
ま
た
は
、
見
返
日
中
と
し
て
、
同
行
に
制
し
て
、
と
の
資
金
の
貸
付
を
な

さ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

こ
の
場
合
に
於
て
は
、
そ
の
資
金
は
、

日
本
銀
行
の
創
作
す
る
所
で
あ
る
。
乙
の
日
本
銀
行
が
創
作
し
た
る
資
金
が
、
日
本
興
業

銀
行
を
経
て
、
生
差
合
枇
に
貸
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
生
産
舎
祉
は
、
と
の
資
金
を
以
て
生
産
設
備
の
強
充
に
充
て
る
と
と
L
た

る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
、
借
受
主
た
る
生
産
台
枇
の
手
に
渡
っ
て
後
、
や
が
て
、
土
地
の
買
入
代
金
と
し
て
、

工
場
の
建
築
資
金
と

し
て
、
機
械
の
購
入
代
金
と
し
て
、
そ
の
他
と
れ
と
類
似
の
目
的
の
た
め
に
、

そ
の
全
額
が
支
出
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合

に
於
て
、
と
れ
ら
の
買
手
は
、
そ
の
受
領
資
金
を
、
と
り
あ
へ
や
、
彼
等
の
取
引
闘
係
あ
る
普
遁
銀
行
に
預
付
入
れ
る
。

こ
の
と
き
に
於
て
、
資
金
が
如
何
在
る
経
路
に
於
て
、
如
何
友
る
動
き
を
友
す
か
を
視
察
す
る
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
場
合
に



於
て
、
資
金
が
知
何
な
る
M
M
に
於
て
動
く
か
を
注
意
し
一
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
は
ち
、

と
れ
ら
の
貸
付
ま
た
は
支
梯
の
揚
合
に
於

て
は
、
現
金
が
、
ず
た
は
ち
日
本
銀
行
先
換
山
部
が
.
別
ゐ
ら
れ
る
の
で
は
た
い
こ
と
に
苛
々
は
訓
同
意
し
た
付
れ
ば
た
ら
む
。

日
本
銀

行
が
日
本
興
業
銀
行
の
た
め
に
な
す
貸
出
は
、
免
換
雰
が
別
ゐ
ら
れ
る
の
で
は
左
く
し
て
、
預
金
の
設
定
と
し
て
行
は
れ
る
。
す
一
夜

ム
l
a
争

J
1
.

l
、

日
本
銀
行
は
、

日
本
興
業
銀
行
に
州
制
し
て
、
貸
出
を
在
す
と
同
時
に
、
同
制
の
預
金
を
預
る
と
と
L
放
る
の
で
あ
る
。
ま
た

日
本
興
業
銀
行
が
生
産
合
枇
に
針
し
て
な
す
貸
出
は
、
主
と
し
て
、
併
交
生
産
台
れ
の
た
め
に
、
自
行
に
於
け
る
預
金
の
設
定
と
し

で
こ
れ
を
た
す
の
で
る
る
。

更
に
、
生
産
品
問
剥
が
、

と
の
借
受
資
金
を
佼
川
す
る
右
杭
軌
を
見
る
も
、
土
地
そ
の
他
の
肱
入
代
金
の
支
排
は
、

こ
の
日
本
興
業
銀

行
陀
於
で
も
つ
問
。
一
関
八
世
を
阪
川
古
川
河
辺
小
川
日
子
を
長
川
し
亡
一
汁
は
れ
る
の

E
あ
る
。
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寸
汁

者
、
機
材
製
造
業
者
等
に
よ
っ
て
、
彼
等
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
銀
行
に
頂
け
入
れ
ら
れ
て
、

そ
の
預
金
と
友
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

と
の
揚
合
に
於
て
、
暴
に
、
日
本
銀
行
が
日
本
興
業
銀
行
の
た
め
に
設
定
し
た
る
預
金
が
、

こ
れ
ら
の
普
通
銀
行
に
そ
れ
ぞ
れ
移
陣

ず
る
こ
と
L
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
、
調
は
ゆ
る
一
般
預
金
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
は
何
等
の
縫
り
は
な
い
。

か
く
て
、

日
本
銀
行
が

H
本
興
業
銀
行
を
経
て
貸
出
し
た
る
生
産
設
備
織
充
資
金
は
、
そ
の
日
的
た
る
生
産
設
備
の
搬
を
に
使
川

せ
ら
れ
て
後
、
普
通
銀
行
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
頂
金
と
し
て
存
在
す
る
と
と
は
、
最
初
に
、

日
本
興
咋
一
ふ
銀
行
の
た
め
に
、

こ
の
資

金
が
創
作
せ
ら
れ
て
、
そ
の
預
金
と
し
て
設
定
せ
ら
れ
た
る
欣
態
と
、
異
る
こ
と
左
く
、
た
ピ
、
そ
の
所
有
者
を
愛
更
す
る
に
止
ま

る
の
で
あ
る
。

然
る
に
更
に
、
と
の
揚
合
に
於
て
、
最
も
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
の
最
初
の
、
日
本
銀
行
の
日
本
興
業
銀
行
へ
の
例
へ
ば
一
百

生
産
設
備
披
充
資
金
の
供
給
と
赤
字
公
債
の
消
化

第
四
十
四
巻

五
三
五

第
四
説

ヨ王



生
産
設
備
披
充
費
金
の
供
給
と
赤
字
公
債
の
消
化

第
四
十
四
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第
四
就

五
四

高
園
の
貸
出
は
、
そ
の
と
き
に
は
、
後
者
の
前
者
に
於
け
る
一
百
寓
闘
の
預
金
と
た
る
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
土
地
の
要
却
者
.

建
築
業
者
、
機
械
製
造
業
者
等
に
支
出
帥
は
る
与
に
及
ん
で
は
、
彼
等
の
取
引
銀
行
に
於
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
預
金
と
し
て
、
合
計
一
百

市
内
闘
が
あ
る
ば
か
り
で
は
友
く
、
そ
れ
ら
の
銀
行
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
と
し
て
も
‘
亦
、
一
百
寓
尉
存
花
す
る
の
で
あ
っ
て
、

士
ロ
ヨ
司
、

5
1
 
一
百
高
闘
の
最
初
の
貸
付
が
、

二
つ
の
一
百
官
内
閣
の
預
金
と
た
る
と
と
で
あ
る
。

と
の
こ
と
は
、

市
民
め
て
云
ふ
ま
で
も
な

く
、
明
白
な
る
事
柄
で
&
る
け
れ
ど
も
、
佐
々
、
金
融
而
相
輔
の
情
況
を
観
察
す
る
揚
合
に
見
落
さ
れ
T
居
る
州
で
あ
る
む

ーー

右
に
述
べ
た
る
所
は
、
日
本
銀
行
の
創
作
に
か
L

る
貸
出
資
金
が
、

日
本
興
業
銀
行
を
通
じ
て
、
生
官
設
備
の
横
古
ん
に
周
ゐ
ら
れ

た
る
揚
合
に
於
け
る
そ
の
第
一
段
階
の
動
き
で
あ
る
。
こ
の
資
金
が
赤
宇
公
債
の
消
化
に
向
ふ
所
の
第
二
段
階
の
動
き
を
説
明
ナ
る

に
つ
い
て
は
、
更
に
普
通
銀
行
が
、
同
様
に
、

日
本
銀
行
の
創
作
資
金
の
貸
出
を
受
け
て
、
生
産
設
備
の
菰
充
に
融
通
し
た
る
揚
合

を
見
友
け
れ
ば
な
ら
む
の
で
あ
る
が
、
乙
の
揚
A
口
に
於
て
も
、

そ
の
資
金
が
、
海
外
に
流
出
せ
ざ
る
限
り
は
、
結
局
忙
於
亡
、
普
通

銀
行
に
於
け
る
預
金
と
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
と
、
二
つ
の
同
額
の
預
金
と
友
る
と
と
に
は
、
前
の
揚
合
と
務
る
所
は
左
い
。

か
く
て
、

日
本
銀
行
の
創
作
資
金
は
、

日
本
興
業
銀
行
を
経
過
す
る
と
普
通
銀
行
を
経
過
す
る
と
を
問
は
歩
、
生
産
設
備
擁
充
資

金
と
し
て
、
前
述
の
如
く
、
土
地
の
賓
却
者
、
建
築
業
者
、
機
械
製
造
業
者
等
の
手
に
渡
る
ま
で
は
、
現
金
の
形
を
と
る
と
と
な
く
・

憾
で
、
銀
行
預
金
の
形
の
ま
L

で
樽
々
流
通
す
る
の
で
る
る
。
然
る
に
、
土
地
の
衰
却
者
は
別
と
し
て
、
そ
の
他
の
も
の
は
、
建
築

業
者
に
し
て
も
、
機
械
製
造
業
者
に
し
て
も
、
そ
の
受
領
資
金
を
以
て
、
材
料
、
原
料
、
動
力
等
の
代
金
の
支
排
に
充
で
友
け
れ
ば



た
ら
ね
と
共
に
、
全
た
俸
給
弊
賃
の
支
械
に
も
充
で
な
け
れ
ば
た
ら
ね
。
前
者
は
、
企
業
に
針
し
て
支
梯
は
る
L

も
の
で
あ
り
、
後

者
は
努
務
者
に
針
し
て
支
梯
は
る
L
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

乙
の
資
金
は
、

こ
h

に
於
て
、
企
業
に
封
す
る
支
梯
と
弁
務
者
に
針

す
る
支
携
と
に
分
れ
る
。
そ
の
企
業
に
針
ず
る
支
梯
が
、
更
に
ま
た
、
企
業
に
針
す
る
も
の
と
持
務
者
に
封
ず
る
も
の
と
に
分
れ
る

k-sh

、

〉、，
C
炉
H

そ
れ
よ
り
以
下
の
進
展
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。

企
業
に
針
す
る
支
燐
は
、
原
則
と
し
て
常
に
小
切
手
を
以
て
支
排
は
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
受
授
者
聞
に
於
け
る
資
金
は
、
銀
行

預
金
の
形
の
ま
h

で植

T
す
る
。
併
し
た
が
ら
、

勢
務
者
に
到
す
る
支
出
師
、

す
友
は
ち
、

俸
給
持
貨
の
支
梯
は
、

む
し
ろ
原
則
と

し
て
常
に
現
金
で
あ
る
α

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
生
葎
設
備
撰
党
資
金
が
、
前
港
の
如
き
進
路
駅
と
り
で
、
建
築
業
者
、
機
械
製
浩
業

〕
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る
と
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h

左
る
の
で
あ
る
。

す
た
は
ち
、
建
築
業
者
、
機
織
製
造
業
者
等
が
、
前
に
小
切
手
を
以
て
預
け
入
れ
た
る
預
金
の
中
よ
り
、
俸
給
持
貨
の
支
出
帥
に
必

要
注
る
金
額
が
、
現
金
を
以
て
引
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
の
場
合
に
於
て
、
他
の
事
情
に
費
り
が
友
け
れ
ば
、
普
通
銀
行
の
預
金

も
、
日
本
銀
行
の
預
金
も
、
そ
の
金
額
だ
け
減
少
し
て
、

日
本
銀
行
先
換
鼻
持
(
若
し
く
は
補
助
貨
幣
)
の
護
行
高
が
、
そ
れ
だ
け
増
加

し
、
現
金
通
貨
の
流
通
量
が
増
加
す
る
の
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
、

乙
れ
を
以
て
、
直
ち
に
、
世
間
の
現
金
通
貨
の
流
通
量
が
増
加
し
て
、
謂
は
ゆ
る
悪
性
イ
ン
ア
レ
が
超
る
も
の
と

考
へ
る
な
ら
ば
、
大
愛
な
る
一
述
断
で
あ
る
。
俸
給
努
賃
と
し
て
支
椀
は
れ
た
る
資
金
は
、

そ
の
受
領
者
に
上
っ
て
、
殆
ど
直
ち
に
・
生

活
費
と
し
て
、
小
買
業
者
に
支
梯
は
れ
、
そ
れ
は
、
小
寅
業
者
自
ら
に
よ
り
、
若
し
く
は
、
卸
買
業
者
、
生
産
業
者
に
渡
っ
て
、
そ

生
産
設
備
擁
恋
愛
金
の
供
給
と
赤
字
公
債
O
消
化
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四
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四
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生
産
設
備
被
充
資
金
の
供
給
と
赤
字
公
債
の
消
化

第
四
十
四
巻

五

i¥. 

第
四
就

五
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れ
ら
の
も
の
に
よ
っ
て
、
や
が
て
、
間
も
な
く
、

そ
れ
ら
の
取
引
銀
行
に
預
け
入
れ
ら
れ
、
再
び
預
金
の
形
に
復
原
す
る
か
ら
で
あ

る
。
従
っ
て
、
現
金
通
貨
の
世
間
に
於
け
る
流
通
量
は
、
俸
給
持
貨
の
支
梯
に
よ
っ
℃
、

一
艇
は
増
加
ず
る
け
れ
ど
も
・
直
ち
に
縮

少
し
て
、
到
金
は
同
復
し
、

A
L
換
務
委
行
高
は
縮
少
す
る
の
で
る
る
。

若
し
も
、
俸
給
労
賃
の
支
抑
に
於
て
、
現
金
通
貨
の
流
通
量
が
増
加
す
る
こ
と
あ
り
と
せ
ば
、
そ
は
、
俸
給
弊
貨
と
し
℃
支
械
は

れ
た
る
資
金
が
、
生
活
貨
と
し
て
支
怖
は
れ
、
小
古
賀
商
、
加
賀
市
問
、
生
産
者
等
に
よ
り
で
銀
行
に
波
け
入
れ
ら
れ
る
ま
で
に
、
更
に
、

叫
お
か
け
的
に
第
二
、
第
一
一
一
の
体
給
柏
町
貨
が
い
A
附
は
れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
む
。
す
友
は
ち
、
俸
給
持
貨
と
し
て
支
排
は
れ
ι九る

資
金
の
、
小
葉
系
統
に
於
け
る
流
通
が
、
主
復
的
に
生
、
千
る
揚
合
に
の
み
、
現
金
通
貨
の
流
通
量
の
膨
脹
が
起
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
我
が
闘
の
慣
習
に
於
て
は
、
俸
給
労
賃
の
文
梯
は
、
大
部
分
、
月
末
近
く
の
一
同
で
あ
り
、
週
抑
若
し
く
は
牢
月
掛
は
、

む
し
ろ
少
き
例
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
他
方
、
小
賀
商
へ
の
支
挑
も
、
大
字
は
月
末
姉
で
あ
っ
て
、
謂
は
ゆ
る
現
金
寅
買
が
そ
の
全

部
を
占
む
る
も
の
で
は
友
い
か
ら
、
現
金
通
貨
は
、
月
末
よ
り
月
初
に
か
け
て
は
、
毎
月
規
則
正
し
く
そ
の
流
通
量
の
膨
脹
を
見
る

け
れ
ど
も
、
月
央
に
於
て
は
、
著
し
く
収
縮
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
俸
給
弊
貨
の
支
排
高
が
培
農
す
る
揚
ム
口
に
る
つ
亡
は
、
恒

常
的
左
る
現
金
通
貨
の
流
通
量
を
増
加
せ
し
む
る
の
聞
係
が
友
い
誇
で
は
左
い
が
、

そ
れ
は
、

比
較
的
に
は
甚
だ
少
一
部
分
で
る
つ

て
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
月
末
流
通
量
の
周
期
的
増
加
を
著
し
く
せ
し
む
る
こ
と
L
た
っ
て
現
は
れ
る
の
で
る
る
。

回

右
に
述
ぶ
る
が
如
く
、
日
本
銀
行
の
創
作
に
か
L
A

る
生
産
設
備
機
充
資
金
は
、

そ
れ
が
俸
給
持
貨
と
し
て
支
梯
は
る
、
揚
合
に



千K 
4 
A 

は
、
現
金
通
貨
の
形
と
友
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
に
は
、
線
て
銀
行
預
金
の
形
の
ま
L
で
時
々
移
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
金
通

貨
と
た
り
た
る
も
の
も
、
や
が
て
ま
た
銀
行
頂
金
の
形
に
還
る
の
で
あ
っ
て
、
海
外
に
流
出
す
る
こ
と
h

左
ら
ざ
る
限
り
、

こ
の
資

金
が
返
済
せ
ら
れ
る
ま
で
は
、
普
通
銀
行
の
預
金
と
、
日
本
銀
行
の
一
般
預
金
と
の
二
重
の
存
主
と
し
て
存
綾
す
る
の
で
あ
る
。

と
れ
を
普
通
銀
行
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
、
得
意
先
の
た
め
に
預
金
と
し
て
保
有
す
る
資
金
を
、

日
本
銀
行
の
預
け
金
と
な
し
置
く

の
で
あ
る
。
す
友
は
ち
、

一
方
に
於
て
は

利
子
を
支
梯
っ
て
預
っ
て
居
る
資
金
を
、
他
方
に
於
て
は
、
無
利
子
の
全
、
で
預
金
ず

る
と
と
t
h

た
る
に
外
注
ら
危
い
。

l
h
H
P

、戸}みよ、

!
t
 

;

ー

ツ
て
の
銀
行
は
、
山
同
小
川
の
下
に
ザ
河
北
恥
一
機
組
ず
る
と
と
」
紅
る
。
従
っ
て
、
普
通
銀
行
と
し
て
は
、
他
に
館
賞
心
何
利
の

E
F
:
r
I
1
M
l
h
h

、

3

1

4

;

お
ま
仁
在
員
H
2
1
と
院
り

U

ー、

f

・

I
J斗
釘
4
1
h

。り

そ
の
似
ね
す
る
則
の
赤
字
公
的
を
民
入
れ
ざ
る
を
枠
ざ
る
と
と
t
h

紅
る
の
で
あ

る
。
す
な
は
ち
、
そ
の
銀
行
の
資
金
と
し
て
は
、

日
本
銀
行
へ
の
預
け
金
た
る
形
よ
り
、
赤
字
公
債
の
形
に
獲
る
の
で
あ
る
。
生
産

設
備
機
克
の
資
金
が
、
結
局
に
於
て
、
赤
字
公
債
を
消
化
す
る
所
の
資
金
と
・
な
る
と
い
ふ
の
は
、

か
k

る
闘
係
に
於
て
で
あ
る
。

私
は
、
嘗
て
、
政
府
が
亦
字
会
債
を
務
行
し
て
調
達
し
た
る
資
金
を
以
て
、
軍
需
品
の
町
長
入
れ
、
救
済
事
業
へ
の
支
梯
等
の
如
く
.

事
業
界
へ
の
文
梯
を
な
す
と
き
は
、

を
の
資
金
は
、
結
局
に
於
て
、
日
出
羽
辿
銀
行
が
日
本
銀
行
に
於
で
も
つ
所
の
頂
け
金
と
左
り
ー
ー

同
時
に
、
普
泊
銀
行
が
そ
の
取
引
先
の
預
金
と
し
て
向
調
の
も
の
を
も
っ
と
共
に

l
lそ
れ
が
、
↓
亦
字
公
債
の
賀
入
資
金
左
な
る
闘

係
を
説
明
し
て
、
金
融
界
が
健
全
在
る
限
り
は
‘
赤
?
公
債
の
日
本
銀
行
一
手
引
受
の
設
行
方
法
が
と
ら
れ
る
下
に
於
て
は
、
赤
字

公
債
は
、
白
働
的
た
る
消
化
力
を
も
っ
-
も
の
な
る
こ
と
を
解
説
し
ち

こ
の
こ
と
は
、
更
に
こ
れ
を
反
復
す
る
の
必
妥
を
認
め
友
い
出
わ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
論
に
於
て
込
酬
や
る
所
の
告
し
産
設
備
撰
充
資

生
席
設
備
繍
光
資
金
の
供
給
と
赤
字
公
債
の
消
化

五

iu 
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生
産
設
備
蹟
充
資
金
の
供
給
と
赤
字
公
債
白
消
化

第
四
十
四
巻

五
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第
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鋭

五

ハ、

金
と
、
赤
字
公
債
の
消
化
と
の
闘
係
を
明
か
左
ら
し
む
る
た
め
に
、
そ
の
要
領
だ
け
を
繰
返
す
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
。

今
日
の
我
が
金
融
機
構
に
於
て
は
、
政
府
が
公
債
を
夜
行
し
、
日
本
銀
行
が
そ
れ
を
引
受
け
た
る
と
き
は
、
そ
の
政
府
の
手
取
金

は
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
預
金
と
し
て
成
立
す
る
。
世
間
に
は
、
こ
の
際
、
政
府
は
、
そ
の
手
取
金
を
日
本
銀
行
先
換
券
を
以

て
受
取
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
て
、
議
論
す
る
も
の
が
可
及
り
多
い
ゃ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
、
全
然
、
事
賓
の
無
知
に
基

ぐ
謬
論
で
あ
る
。
今
日
の
我
が
闘
庫
制
度
に
於
て
は
、
政
府
は
、
か
L

る
際
に
、
党
換
記
悼
を
受
取
る
と
と
は
、
結
封
に
存
在
し
左
い
。

政
府
が
、
お
の
公
民
山
手
取
〈
土
中
一
以
で
名
般
の
支
出
川
に
充
つ
る
k
m品
つ
て
は
、

日
本
銀
行
K
於
村
山
る
そ
の
間
金
を
板
門
品
て
に
、
小
切

手
を
都
民
行
し
て
、
と
れ
を
受
取
人
に
交
付
す
る
の
で
あ
る
e

政
府
は
、
公
依
帯
血
行
の
際
に
品
凡
挟
裁
を
受
取
る
の
で
は
た
い
と
同
様
忙
恥

こ
の
支
掛
の
際
に
於
て
も
亦
、
円
相
ん
換
朱
を
用
ゐ
る
の
で
は
友
い
。

と
れ
に
つ
い
て
も
、
前
と
関
聯
し
た
る
誤
解
を
随
分
見
受
け
る
。

政
府
は
、
す
べ
て
小
切
手
を
以
て
支
捌
ふ
の
で
る
る
か
ら
、

そ
の
受
領
者
は
そ
れ
の
取
立
を
そ
の
取
引
銀
行
に
依
頼
す
る
と
と
L

た
る
。
従
っ
て
、
そ
の
手
取
金
は
嘗
然
に
預
金
と
な
る
。
こ
の
揚
合
に
於
て
、
公
債
に
よ
っ
て
調
達
し
た
る
政
府
質
金
が
民
間
預
金

ム
」
た
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
場
合
に
最
も
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
普
通
銀
行
に
於
け
る
預
金
の
増
加
と
同
時
に
、
同
額
の
一

般
預
金
が
日
本
銀
行
に
増
加
す
る
こ
と
で
る
る
。
と
の
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
る
生
産
設
備
機
充
資
金
が
、

土
地
の
費
却
者
、
建
築

業
者
、
機
械
製
造
業
者
等
に
支
梯
は
れ
た
る
揚
合
と
同
様
で
あ
る
。

と
の
一
般
預
金
す
友
は
ち
普
通
銀
行
が
日
本
銀
行
に
も
つ
所
の
預
金
は
、

そ
の
基
礎
た
る
普
通
銀
行
そ
の
も
の
に
於
け
る
取
引
先

か
ら
の
預
金
が
、
現
金
を
以
で
引
出
さ
れ
な
い
限
り
は
、
海
外
逃
避
を
除
い
て
は
、
減
少
す
る
こ
と
は
友
い
。
縦
ひ
、
普
通
銀
行
に

於
け
る
預
金
の
持
ち
主
が
樽
々
餐
更
し
ゃ
う
と
も
、
そ
れ
は
相
互
的
に
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
の
手
形
交
換
の
機
構
の
下



に
於
て
は
、

と
の
一
般
預
金
の
持
ち
主
た
る
普
通
銀
行
の
各
自
の
持
ち
分
は
、

こ
の
闘
係
よ
り
し
て
は
、
大
し
て
費
動
を
見
る
こ
と

は
な
い
の
で
あ
る
。

普
通
銀
行
の
日
本
銀
行
に
も
つ
所
の
一
般
預
金
は
、
政
府
の
支
沸
の
増
加
す
る
と
共
に
増
加
す
る
。
こ
の
資
金
は
、
普
通
銀
行
に

於
て
は
、
前
に
遁
ぺ
た
る
如
く
、
取
引
先
に
封
し
て
は
利
子
を
支
梯
っ
て
預
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
日
本
銀
行
か
ら
は
何
等

乙
れ
に
預
け
て
居
る
も
の
で
る
る
。
従
っ
て
、
こ
の
資
金
は
、
他
に
.
確
貫
有
利
の
投
資
口
を
見

の
利
子
の
支
沸
を
受
け
な
い
で
、

出
さ
な
い
左
ら
ば
、
公
債
の
買
入
に
向
ふ
よ
り
外
な
き
運
命
の
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
と
の
瓢
よ
り
見
て
赤
字
公
債
が
日
本
銀
行
に

於
て
一
千
忙
引
受
け
ら
れ
る
場
合
に
於
で
は
、
政
的
の
放
出
資
金
が
海
外
に
流
出
せ
ざ
る
限
り
は
、
白
倒
的
消
化
作
目
を
も
っ
と
一
万

ふ
の
で
あ
芯
リ

五

ミ

》

1

、

古
〈
F
L
'

如
く

日
本
銀
行
が
引
受
〈
る
方
法
に
よ
っ
て
褒
行
せ
ら
る
L
所
の
赤
字
会
債
は
、
そ
の
資
金
の
撒
布
に
よ
り
、
そ
れ
白

ら
に
消
化
作
用
を
も
つ
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
に
更
に
、
日
本
銀
行
が
、
謂
は
ゆ
る
生
産
設
備
損
充
資
金
の
貸
出
を
注
し
、
そ

れ
が
更
に
、
赤
字
公
債
の
消
化
に
向
ふ
の
外
な
き
も
の
と
す
れ
ば
、
赤
字
公
債
は
益
と
消
化
が
盛
と
友
る
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
た

ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

然
り
、
訟
は
、
確
に
左
様
で
あ
る
と
信
や
る
。
た
官
、
併
し
た
が
ら
、
乙

L
K
最
も
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
私
が

随
所
に
線
返
し
説
明
し
た
る
が
如
く
、
赤
字
公
債
に
よ
っ
て
政
府
が
調
達
し
た
る
資
金
に
せ
よ
、
ま
た
は
生
産
設
備
の
横
芳
資
金
に

生
産
設
備
披
充
資
金
自
供
給
k
赤
字
会
債
の
消
化

第
四
十
四
巻

互五

四

第
四
競

五
九



生
陪
設
備
被
定
資
金
白
供
給
と
赤
字
公
債
の
消
化
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せ
よ
、
そ
れ
が
、
法
字
公
債
の
消
化
に
向
ふ
こ
と
と
な
る
の
は
、

そ
の
資
金
が
海
外
に
流
出
せ
ざ
る
限
b
に
於
て
で
る
る
。
者
し
、

そ
れ
が
海
外
に
流
出
す
る
と
せ
ば
、
そ
れ
が
赤
字
公
債
の
消
化
に
働
か
な
い
の
は
一
一
一
一
?
ん
ま
で
も
た
く
、
迭
に
は
、
京
外
正
貨
及
び
日

本
銀
行
の
先
換
準
備
た
る
金
保
有
高
の
減
少
と
汝
り
、
そ
れ
は
、
円
本
銀
行
の
資
金
創
作
力
左
減
退
せ
し
む
る
こ
と
誌
な
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
こ
と
は
、

こ
の
潟
替
相
揚
の
下
落
に
よ
り
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
を
泣
き
起
す
危
険
を
も
つ
も
の
で
る
る
。

一
方
に
於
て
、
銭
替
相
揚
の
下
落
を
惹
き
起
す
と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
、
そ
の
こ
と
白
憾
に
よ
り
、
ま
た

昨
年
以
来
の
政
が
劃
列
令
一
融
の
布
松
を
見
る
に
、
川
削
外
支
帥
抑
は
、
針
外
政
入
に
超
過
の
傾
向
あ
り
、
今
日
新
聞
紙
上
に
僧
へ
ら
れ

る
如
く
、
金
わ
針
外
現
迭
を
た
す
の
己
む
た
き
の
欺
態
に
立
至
っ
て
居
る
。

乙
の
と
と
は
、
資
金
の
栴
外
流
出
を
明
か
に
物
語
っ
て

居
る
の
で
る
る
。
日
本
銀
行
引
受
の
方
法
に
よ
る
赤
字
公
債
の
護
行
は
、
元
来
、
そ
れ
自
ら
に
、
消
化
作
用
を
具
有
す
る
も
の
で
あ

る
け
れ
ど
も
.
そ
の
資
金
が
抱
外
に
流
問
す
る
限
り
に
於
て
、
そ
の
泊
化
が
申
告
汀
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
従
前
は
八
億
闘
の
赤
字
公
債

が
設
行
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
八
億
日
閣
の
消
化
力
を
伴
っ
た
の
で
あ
る
け
れ

E
も
、
二
億
闘
の
海
外
流
出
資
余
が
る
る
と
せ
ば
、
亦

字
公
債
は
六
億
闘
に
け
消
化
せ
ら
れ
て
、
二
億
闘
は
、

日
本
銀
行
に
寅
残
り
と
怠
る
の
外
は
友
い
。

然
る
に
、
今
、

日
本
銀
行
の
創
作
資
金
が
、
生
産
力
の
横
充
の
た
め
に
、
二
億
圃
貸
出
さ
る
h
A

と
せ
ば
、
資
金
の
海
外
流
出
に
よ

り
不
消
化
と
左
る
べ
き
公
債
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
消
化
せ
ら
れ
る
と
と
L
怒
る
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
以
外
に
於
℃
も
、
園
内
に
於

て
産
出
す
る
金
は
、
ぞ
れ
が
資
金
と
た
っ
て
、
赤
字
公
債
の
消
化
と
た
る
は
明
か
で
あ
る
。
赤
字
公
債
に
よ
る
政
府
資
金
と
、
産
金

に
よ
る
資
金
と
は
、
赤
字
公
債
の
消
化
に
積
極
的
に
働
く
作
則
る
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
海
外
流
出
資
金
が
産
金
額
を
超
過
す

れ
ば
、
そ
の
超
過
額
だ
け
、
赤
字
会
債
の
自
働
的
消
化
カ
を
容
す
る
は
一
↑
一
一
日
ふ
ま
で
も
及
い
。
そ
の
と
き
に
於
て
、

乙
の
消
化
力
の
不
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足
を
補
ふ
も
の
は
、

日
本
銀
行
の
貸
出
に
上
る
こ
の
生
産
設
備
の
償
支
資
金
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
目
下
、
明
へ
ら
れ
て
居
る
所

の
謂
は
ゆ
る
生
産
設
備
時
畑
中
党
政
策
な
る
も
の
は
、
生
産
設
備
の
携
交
そ
の
こ
と
¥
赤
字
公
債
の
消
化
と
の
、
買
に
一
石
二
鳥
の
策

で
あ
る
。
併
し
・
な
が
ら
、
と
の
資
金
の
貸
出
は
、
あ
く
ま
で
も
、
冒
頭
に
漣
べ
た
る
が
如
〈
、
緩
急
上
ろ
し
き
を
得
る
と
共
に
、
調

筒
、
統
制
を
伴
は
た
け
れ
ば
泣
ら
ぬ
。
も
し
、
金
融
界
の
緩
急
を
無
腕
し
、
ま
た
調
簡
を
司
る
と
と
友
〈
、
統
制
を
保
つ
乙
と
友
〈

し
て
そ
の
貸
出
が
行
は
る
L

と
き
は
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
に
近
づ
く
も
の
と
一
守
口
は
左
け
れ
ば
な
ら
ね
。
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生
時
設
備
の
蝋
育
資
金
が

E
本
掛
川
引
の
創
併
託
金
六
一
d
H
都
合
で
彦
る
。

生
産
設
備
の
携
充
資
金

た
る
も
の
が
、
金
融
上
に
於
て
軍
要
な
る
意
味
を
も
ち
、
ま
た
赤
字
公
債
の
滑
化
と
関
聯
し
て
荒
硯
せ
ら
る
べ
き
は
、
貧
に
と
の
場

合
の
こ
と
で
あ
る
。
併
し
た
が
ら
、
生
産
設
備
の
擦
芳
氏
周
ゐ
ら
る
L
資
金
は
、

と
の
日
本
銀
行
の
創
作
に
か
L
る
も
の
ば
か
り
と

は
限
る
も
の
で
は
友
い
。
前
に
も
漣
ぺ
た
る
が
如
く
、
普
通
銀
行
の
布
す
る
資
金
も
と
れ
に
用
ゐ
得
る
も
の
で
あ
る
し
、
惟
人
が
姐
百

通
銀
行
に
預
け
て
居
る
資
金
も
亦
乙
れ
に
用
ゐ
得
る
も
の
で
あ
る
と
と
は
、
一
一
一
日
ふ
ま
で
も
泣
い
。

普
通
銀
行
の
布
す
る
資
金
、

及
び
、
世
人
が
普
通
銀
行
に
預
金
と
し
て
有
す
る
資
金
は
今
日
に
於
て
は
、
政
府
が
赤
字
会
債
に
上

っ
て
調
達
し
た
る
資
金
が
支
燐
は
れ
て
出
来
た
も
の
も
あ
れ
ば
‘
ま
た
、
将
来
に
於
て
は
、
前
湛
の
日
本
銀
行
の
創
作
に
上
る
所
の

生
産
設
備
撰
吃
資
金
の
支
椀
は
れ
て
出
来
た
も
の
も
あ
る
認
で
る
り
、
そ
れ
と
共
に
、

こ
れ
ら
と
は
聞
係
泣
く
し
て
川
来
て
居
る
も

の
も
あ
る
の
で
あ
る
。

生
産
設
備
擦
芳
賀
金
白
供
給
左
赤
字
会
債
白
消
化

第
四
十
四
巻

ヨ王

四

第
四
競

~ 
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生
産
設
備
擦
充
資
金
の
供
給
と
赤
字
公
債
の
滑
化
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四
十
四
巻
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ー'一一ノ、

い
ま
、

と
れ
ら
の
資
金
が
、
銀
行
に
よ
り
ま
た
は
個
人
に
よ
り
、
生
産
設
備
横
充
の
た
め
に
用
ゐ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
動

き
を
観
察
す
る
に
充
つ
て
は
‘
そ
の
資
金
が
、
右
の
三
つ
の
い
づ
れ
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
全
く
こ
れ
左
差
別
す
る
の
必
妥

は
友
い
。

い
づ
れ
の
聞
係
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
居
る
に
し
て
も
、
そ
の
作
用
は
同
一
で
あ
る
。

私
は
、
前
に
、
赤
字
公
債
の
消
化
を
説
明
す
る
に
営
り
、
政
府
が
赤
字
公
債
に
よ
っ
て
調
達
し
た
る
資
金
が
撒
布
せ
ら
れ
て
‘
そ
れ

が
民
間
預
金
と
な
り
、
北
田
地
銀
行
が
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
け
金
と
し
て
こ
れ
詮
も
つ
揚
合
、
此
ぴ
に
、
生
産
設
備
横
充
の
た
め
に

-Lト
浪
一
丁
パ
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J
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そ
れ
の
日
本
銀
行
陀
於
け
る
預
け
金
と
h

ば
っ
て
居
る
相
朝
合

に
、
そ
の
普
通
銀
行
が
、
確
寅
有
利
の
投
資
口
を
見
出
さ
ピ
る
と
き
は
、
そ
の
預
け
金
は
赤
字
公
債
の
買
入
れ
と
な
る
の
外
た
き
も

の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
然
る
に
、

い
ま
、

こ
a
A
K
述
べ
ん
と
す
る
所
は
、

そ
の
謂
は
ゆ
る
確
賞
有
利
の
投
資
口
と
し
て
、
生
産

設
備
の
横
充
と
い
ふ
貸
出
の
方
訟
を
見
出
し
た
る
揚
合
の
と
と
で
あ
る
。
こ
の
貸
出
は
赤
字
公
債
の
消
化
に
如
何
に
影
響
す
る
か
。

普
通
銀
行
が
生
産
設
備
の
撰
充
の
た
め
に
貸
出
し
得
る
資
金
は
、
そ
の
銀
行
の
有
す
る
所
の
遊
資
で
あ
り
、
日
本
銀
行
に
於
け
る

預
け
金
、
ず
な
は
ち
、

一
般
預
金
の
形
に
於
て
存
在
す
る
も
の
で
る
る
。
そ
の
資
金
が
、
生
産
設
備
の
披
充
に
用
ゐ
ら
れ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
公
債
の
民
入
以
外
の
方
向
に
向
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

一
見
、
公
債
の
消
化
が
そ
れ
だ
け
妨
げ
ら
れ
た
か
の
如
く
に

考
へ
ら
れ
る
。
も
し
某
し
て
然
る
も
の
な
ら
ば
、
普
通
銀
行
の
資
金
が
生
産
設
備
の
掠
充
に
用
ゐ
ら
れ
る
限
り
に
於
て
は
、
公
債
の

消
化
を
害
す
る
も
の
と
言
は
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

併
し
司
な
が
ら
、
こ
れ
は
必
や
し
も
左
織
で
は
な
い
。
甲
た
る
普
通
銀
行
が
、
そ
の
日
本
銀
行
に
も
つ
所
の
預
け
金
を
以
て
、
公
債

を
買
入
れ
る
と
と
た
く
、
生
産
一
設
備
の
績
充
の
た
め
に
貸
付
く
る
た
ら
ば
、
そ
の
銀
行
に
と
り
で
は
、
成
る
程
、

そ
れ
だ
け
公
償
貸



入
飴
力
を
減
殺
し
た
こ
と
L
左
る
に
相
違
泣
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
資
金
は
、
そ
れ
の
貸
付
を
受
け
た
る
生
産
合
枇
に
よ
っ
て
、
前
に

漣
べ
た
る
が
如
く
、
土
地
の
責
却
者
、
建
築
業
者
、
機
械
製
浩
業
者
等
に
支
挽
は
れ
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
銀
行
に
預

け
入
れ
ら
れ
る
。
彼
等
が
、
と
の
資
金
を
更
に
他
の
企
業
及
び
労
務
者
へ
の
支
捌
に
充
て
た
る
揚
合
に
於
て
も
、
企
業
へ
の
支
捌
の

揚
合
に
は
、
明
ぞ
の
ま
L
K
銀
行
預
金
の
形
を
鐙
へ
る
こ
と
在
く
存
在
す
る
も
の
で
る
り
、

弊
務
者
k
v
文
排
は
れ
た
る
揚
合
に
於
て

tま

一
一
燃
は
現
金
の
形
を
と
る
け
れ
ど
も
、
や
が
て
ま
た
銀
行
預
金
の
形
に
戻
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
甲
銀
行
が
公
債
の
賀
入

に
振
向
け
守
し
て
、
生
産
設
備

ω
摘
充
に
貸
付
け
た
る
揚
ん
口
に
於
て
も
、
そ
れ
は
、
乙
丙

7
等
の
銀
行
が
預
金
と
し
て
預
る
こ
と
也
、

左
り
、
そ
れ
ら
の
銀
行
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
け
金
と
し
て
存
注
す
る
こ
と
L
な
る
。
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金
と
な
り
、
丙
銀
行
の
貸
付
の
揚
合
に
は
、
甲
乙
丁
等
の
銀
行
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
け
金
と
友
る
。
か
く
て
、

い
づ
れ
の
銀
行

が
、
生
産
設
備
の
繍
充
資
金
を
貸
付
く
る
に
し
て
も
・
そ
れ
は
、
結
局
、
銀
行
各
自
の
預
金
の
増
加
と
左
り
、
日
本
銀
行
に
於
け
る

預
け
金

ω彼
等
相
互
の
聞
に
於
け
る
特
K

移
動
た
る
に
過
ぎ
な
い
。

と
れ
を
日
本
銀
行
に
於
け
る
一
般
預
金
そ
の
も
の
と
し
て
見
れ

ば
、
何
等
の
増
減
が
あ
る
譲
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
全
般
的
に
見
れ
ば
、
そ
こ
に
依
然
と
し
て
、
赤
字
公
債
を
質
入
れ
る
よ
り
外
に

振
向
け
途
の
注
い
所
の
資
金
が
存
在
す
る
こ
と
L

た
る
。

尤
も
、

と
の
揚
合
に
於
て
は
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
一
般
預
金
と
し
て
は
、
何
等
の
増
減
は
な
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、

内
容
に
於
て
、

一
つ
の
銀
行
の
貸
出
が
、
他
の
銀
行
の
預
金
と
左
り
、
更
に
そ
れ
が
貸
出
さ
れ
て
、
ま
た
他
の
銀
行
の
預
金
と
た
つ

て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
度
ぴ
預
金
と
な
る
毎
に
、
そ
れ
の
支
梯
準
備
率
に
蛍
る
部
分
忙
け
は
貸
出
を
た
す
こ
と
も
出
来

生
串
開
設
備
繍
走
資
金
O
供
給
と
赤
字
公
債
の
消
化
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四
十
四
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克
四
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第
四
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生
産
設
備
横
充
時
賞
金
の
供
給
と
赤
字
公
債
白
消
化

第
四
十
四
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五
四
六

第
四
銃

ノ、

匹l

守
、
同
様
に
公
債
の
貫
入
に
振
向
け
る
こ
と
も
出
来
友
い
も
の
と
た
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
形
と
し
て
は
依
然
と
し
て
、

日
本
銀
行
に

於
け
る
一
般
預
金
で
あ
り
、
金
額
に
於
て
脂
製
化
友
き
に
し
て
も
、
貸
出
が
預
金
と
た
り
た
る
同
教
に
準
備
率
を
乗
じ
た
る
金
額
だ
け

は
、
公
債
消
化
カ
が
減
歩
る
も
の
と
も
一
一
一
一
ロ
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
併
し
友
が
ら
準
備
率
な
る
も
の
は
、
預
金
の
綿
額
が
大
と
及
れ
ば
な

る
ほ
ど
小
さ
く
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
プ
ロ
パ
ピ
リ
テ
ィ
の
原
瑚
よ
り
見
る
も
、

ま
た
現
貨
に
千
形
交
換
所
に
於
け
る
交

換
高
に
劃
す
る
交
換
尻
の
比
率
を
見
る
も
、
共
に
明
か
た
る
州
で
あ
る
。
従
っ
て
、
支
排
準
備
に
鉱
山
け
ら
れ
る
聞
係
よ
り
し
て
、
赤
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最
後
に
、
生
産
設
備
掠
充
資
金
が
、
普
通
銀
行
の
預
金
者
に
よ
っ
て
供
給
せ
ら
る
L
揚
合
を
考
察
す
る
。

普
通
銀
行
に
預
金
を
も
て
る
預
金
者
が
、

そ
の
預
金
を
以
で
、
株
式
に
舷
募
し
、
枇
債
に
膝
募
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
資
金

を
生
産
設
備
の
損
充
に
供
給
し
た
る
揚
合
に
於
て
は
、
彼
の
預
金
は
、
勿
論
そ
れ
に
よ
っ
で
減
少
す
る
。
併
し
・
な
が
ら
、
彼
に
於
て

減
少
し
た
る
預
金
は
、
株
式
を
後
行
し
、
枇
債
を
褒
行
し
た
る
舎
祉
の
預
金
と
友
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
預
る
銀
行
は
獲
る
に

し
て
も
、
銀
行
預
金
全
般
に
於
て
は
、
何
等
の
増
減
が
起
る
も
の
で
は
な
い
。

乙
の
揚
合
に
於
け
る
銀
行
間
の
資
金
の
移
動
は
、
今
日
の
手
形
交
換
の
機
構
に
於
て
は
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
各
銀
行
の
預
け
金

の
移
動
と
し
て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
預
け
金
全
般
と
し
て
、
す
た
は
ち
一
般
預
金
の
総
額
と
し
て
は
、
由
民
化
あ

る
も
の
で
は
な
い
。
殊
に
、
こ
の
揚
合
に
於
て
注
意
す
ぺ
き
と
と
は
、
前
の
場
合
に
於
け
る
と
呉
り
て
、
銀
行
聞
に
於
け
る
資
金
の



移
動
は

一
方
の
貸
出
が
他
方
の
預
金
と
な
る
の
で
は
左
〈
、

一
方
の
預
金
が
引
出
さ
れ
て
他
方
の
預
金
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
預
金
に
針
す
る
支
燐
準
備
は
、
全
般
的
に
見
て
、
増
減
は
な
く
、
各
と
営
一
議
銀
行
の
日
本
銀
行
に
も
つ
所
の
漬
け
金
は
、
従
前

通
り
の
準
備
金
額
を
保
留
し
て
、
建
徐
は
す
べ
て
、
公
債
の
消
化
に
振
向
け
得
る
の
で
る
る
。

殊
に
、

と
の
揚
合

κ於
て
注
怠
す
べ
き
と
と
が
あ
る
。
私
は
、
前
に
、
日
本
銀
行
の
創
作
資
金
が
、
政
府
資
金
曹
と
し
て
放
出
す
り

れ
、
ま
た
は
生
産
設
備
撰
克
資
金
と
し
て
銀
行
に
よ
っ
て
貸
出
さ
れ
た
る
場
合
に
於
て
、

そ
の
資
金
は
、
例
へ
ば
聾
百
高
闘
で
あ
る

な
ら
ば
、
預
金
者
の
普
通
銀
行
に
於
け
る
頂
金
と
し
て
菅
百
高
闘
と
、
普
通
銀
行
の
日
本
銀
行
に
於
け
る
頂
け
金
と
し
て
菅
百
島
鴎

と
、
と
の
こ
つ
の
官
百
前
向
闘
の
預
金
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
置
い
た
。

い
堂
、
資
金
苛
が
そ
の
預
金
位
生
産
設
備
の
時
間
活
に
供
給
す
る
場
合
K
於
で
動
く
川
の
も
の
は
‘
普
通
銀
行

κ於
け
る
預
金
で
あ

つ
ど
、
山
町
内
的
U
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乙
の
判
官
合
に
甲
銀
行
か
ら
乙
銀
行
へ
と

動
〈
け
れ

εち
.
普
通
銀
行
の
預
金
全
般
と
し
て
は
減
少
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
減
少
せ
ざ
る
限
り
、
公
債
消
化
の
資
源
た

る
普
通
銀
行
の
日
本
銀
行
に
も
つ
預
金
を
減
少
す
る
こ
と
L

は
な
ら
た
い
の
で
る
る
。
然
る
限
り
に
於
て
は
、
預
金
者
が
生
産
設
備

横
賓
の
た
め
に
資
金
を
供
給
す
る
こ
と
は
、
赤
字
公
債
の
消
化
に
消
極
的
の
影
響
を
奥
へ
る
と
と
h

は
全
然
な
ら
友
い
の
で
る
る
。

"' 

か
く
て
、
生
産
設
備
の
擁
充
資
金
は
、
そ
の
起
後
期
を
日
本
銀
行
の
貸
出
ー
に
も
つ
限
り
は
、
赤
字
公
債
の
消
化
力
を
そ
れ
だ
け
増

加
す
る
も
の
で
る
り
、
普
通
銀
行
の
資
金
が
生
産
設
備
の
僚
主
に
克
て
ら
れ
た
る
場
合
に
於
て
は
、
そ
の
一
全
額
に
於
て
、
公
債
の
消

化
を
害
す
る
こ
と
L
な
る
も
の
で
は
た
〈
、
た
官
、

そ
の
運
動
の
途
中
預
金
と
左
り
た
る
同
教
に
膝
じ
て
、
そ
の
支
梯
準
備
と
し
て

若
干
の
部
分
が
、
公
債
の
消
化
に
向
ひ
得
た
い
も
の
と
た
る
に
過
ぎ
や
、
預
令
一
者
の
資
金
の
場
合
に
於
て
は
、

影
響
泣
き
も
の
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
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